１．ひきこもりの定義

　様々な要因の結果として社会参加を回避し、原則的には6カ月以上にわたっておおむね家庭にとどまり続けている状態を指す現象概念である。 

なお、ひきこもりは原則として統合失調症の要請或いは陰性症状に基づくひきこもろ状態とは一線を画した非精神病性の現象とするが、実際には確定診断がなされる前の統合失調症が含まれている可能性は低くないことに留意すべきである。 

（新たなガイドラインの定義（提案）Ｈ20年度　総括・分担研究報告書より）
新定義の特徴
 １．義務教育期間を中心とする不登校の中核群もひきこもりに含めて考えることを推奨 

２．「ひきこもり」とはメンタルヘルスの問題であり、個々の精神障害を把握することを評価の中心に据えるべきであることを提案　この「精神障害」にはDSM－ⅣやICD－10に含まれる全ての障害概念を含んでいる
「ひきこもり」の出現率

· 川上らの取り組んだWMH-J(世界精神保健日本調査)が現在最も信頼性の高いもの 

· 生涯有病率　1.2％ 

· ひきこもり状態にある子どもを持つ世帯　0.5％ 
· 住民基本台帳に基づく我が国の総世帯の0.5％に当たる255,510世帯にひきこもり者がおり、少なくとも255,510名であると推定される

２．「ニート」とは

　( NEET : Not in Education, Employment or Training)とは、 「仕事も求職活動もせず、教育も職業訓練も受けていない若者」である。 
(非労働人口のうち、年齢15～34歳、卒業者、未婚であって、通学・家事をしていないもの)　 

回復のゴール
・こころの健康を取り戻すとともに、地域社会の中で自分の在り方を取り戻していくこと 

・そして、自宅以外の場に、自分の居場所を見つけ、人との交流の場を見つけ、学ぶ場、働く場、社会に貢献する場を見つけていく過程 

・同時に家族も、家族自身の望む生活の場を見出していく過程 

・また本人にとっても家族にとっても「ひきこもり」という状態の中で失ってしまった希望や、自分自身に対する肯定的な感覚、地域とつながっている感覚を再び見出していく過程 

＊このような回復の過程は、失ってしまった「人と人との関係性」を再び取り戻す中で生じるもの
田辺市地図

人　口…８２，２０６人 
　世帯数…３５，３５1戸

　近畿圏内第1位（面積） 
　県内第2位の都市
取り組みの経過
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平成１０年（１９９８）　９月ＨＡＰＰＹ結成 「学習活動助成事業」として（Ｈ１０～１２）

平成１１年（１９９９）１２月行政内協議

平成１２年（２０００）１１月田辺市母子保健連絡協議会で相談

平成１３年（２００１）　１月田辺市ひきこもり検討委員会を設置

平成１３年（２００１）　３月ひきこもり相談窓口の開設

平成１３年（２００１）　４月ひきこもり検討小委員会の設置

平成１４年（２００２）　５月民間サイドで、社会的ひきこもり青少年の居場所の準備開始

平成１４年（２００２）　６月田辺市社会的ひきこもり家族会の設立

平成１４年（２００２）１２月デイケア（試験的に開始）

平成１６年（２００４）　１月田辺市社会的ひきこもり青少年自助グループの育成


ひきこもり支援の役割分担

· ひきこもる背景の見極め 

　　…公的機関の役割…家族支援（個別） 

　　　　　　　　　　　　　　　本人との出会い 

· 支援の長期化への対応 

　　…民間機関の役割…居場所（費用負担の軽減） 

　　　　　　　　　　　　　　　多様な活動体験 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民の協力 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域づくり 

和歌山県の取り組み
平成16年度～　 「 『ひきこもり』者社会参加促進事業」 （現「ひきこもりお助けネット事業」 ）を開始 

民間のひきこもり支援機関を「『ひきこもり』者社会参加支援センター」にし、県及び市町村で運営補助 

精神保健福祉センターを中心に相談窓口を保健所に設置 
平成21年度～社会参加支援センターの機能強化として、 

①精神科医、精神保健福祉士、保健師、臨床心理士といった専門家による個々の「ひきこもり」者に合った支援方針検討制度 
②社会参加に必要な対人能力や自信の醸成などを目的とした社会体験事業 
更に、和歌山県精神保健福祉センターに国の新規事業である「ひきこもり地域支援センター」を設置 

３．ひきこもりの背景

· 不登校が長期化し、引き続きひきこもっている
· 学校を卒業したものの就職をしないで、ひきこもっている
· 職場での対人関係や仕事に悩み、ひきこもっている
· 何らかの失敗に対する挫折感などをきっかけに、ひきこもっている
· 何らかの病気や障害があって、ひきこもっている
  ＊ひきこもりの背景は様々で、本人を取り巻く環境もそれぞれ
４．見立てのポイント

統合失調症

・考えが抜き取られたり、伝わってしまうという体験
・支配される、影響される、抵抗できないといった妄想
・幻聴、幻声
・身分や能力などについての妄想
・思考の流れの途絶、関連性を欠いた話し方 

・興奮、昏迷、緘黙
・著しい無気力や社会的ひきこもり
・関心の喪失、無為
　統合失調症　※鑑別のポイント
　　幻聴の存在 （独語、空笑、奇妙な姿勢）
　　妄想のあり方 「テレビやラジオで自分の悪口が放送される」など、 

　　　　　　　　　メディアを巻き込む場合や、共感や了解が困難な飛躍を含む場合
　　コミュニケーションへの態度 コミュニケーションへの憧れが強い→ひきこもり
　　　　　　　　　　　　　　　 コミュニケーションを拒否して「自閉」→統合失調症

　うつ病

　精神発達

　自閉症　特徴

1� とばの問題 　②対人関係の問題　③こだわりの問題 　を3歳以前に示す

注意欠陥多動性障害

· 支援の対象にならない。手帳の対象にならない。 

　今後の課題 

· おさまってくると考えられている 

· ちょっとのおっちょこちょいが残る 

· ６、７歳を乗り切れば、経過は良好。
· ３分の１が治癒し、３分の１が少し残り、 

　３分の１が精神科にかかる 

　アルコール、薬物、反社会性で精神科にかかる人、 

　本質なのか、どうなのか 

５．ひきこもり長期化の側面

· 昼夜逆転により、体のリズムを取り戻すのに時間が必要
· 背景に精神疾患がある場合は、治療することなしには意欲の低下や不安感、緊張感が軽減しない→外出困難な状態が持続
· 人との交流の機会が減少し他人に対する緊張感や不安感、他人からの評価を気にする→社会に出ていくことが困難
· 就労や就学以外に選択肢を認めない、将来はないという価値観が優勢な環境→援助を求めることができず孤立
6．家族の対応のパターン　（近藤直司先生）
　１．叱咤激励を繰り返している 

２．本人からの暴力に屈している 

３．何もしないでひたすら見守っている 

７．家族の基本的な心構え　（斎藤環先生）

　・本人が安心してひきこもれる環境づくり

・信じて待つ

・「怠け」「甘え」「わがまま」などは禁句
・まず両親が一致団結

・ 北風より太陽
・ 愛情より親切

・金銭管理は一定額に　暴力は徹底拒否

・ 原因追及・犯人探しは禁物
・親もプライべートを楽しむ
斎藤環先生資料
　・コミュニケーションの回復　「会話」がすべて 

・相互性と共感性を大切に　
・断絶の場合はまず挨拶から 

・率直かつ誠実な態度で
・本人からの訴えは、さえぎらずに最後まで聴く
・本人の言うとおりに行動することとは違う 

・ 話題の選択　 

斎藤環先生資料
８．関わりについて　否定形疑問の助言で何かが変わる？
　・発する側と聞く側では違う

「これからどうしたいのか？」「どのような方向に向けて変わっていきたいのか？」
　・ゆっくりと耳を傾ける

「頑張ってほしい」という情緒的な応援だけでなく、ひきこもり状態からの脱却に向けて、身なりを整えたり、必要な教育を受けるための経済的支援、情報提供、そして思いやりのある支援が必要

コミュニケーション（ご家族）

家族とのコミュニケーションが保たれれば、家族の心労は軽くなる。
　直接的なやり取りにこだわらなくてもよい。
　メモ→一方的になりやすい
　携帯メール→侵入的でうざい 

　Ｅメール→開く気になるまで放置していられる

コミュニケーション（ご本人）

「ちょっと困っているんだけれど」と、周りの誰かに言葉にして伝えて
　「お試し気分」で、うまくいかなければ相手を変えれば良い
　きっと「ほっとできる人」や「頼りになるやつ」と出会うことができると思います
　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立精神・神経センター精神保健研究所）

９．家族や親に対して（ある支援機関の青年の言葉より）
　・してほしかったこと 
· じっくり話を聞いてほしかった 

· 話を聞く時間を作ってほしかった　　　　　　　 

· 子どもに理解を示してほしい 

· 子どもの敵にならないでほしい 

· 家庭内を安心できる場に 

· ストレス・プレッシャーはしんどい 

· 子ども部屋は聖域、城 

· 家の中がこわい、敵がいるところにならない 

· しんどさが言えなくても親には気づいてほしい 

· 自分がためていたことに対して誤ってほしかった 

・してほしくなかったこと

· 無理やり何かをさせられること 

· 無理やり学校へ行かさせられること 

· 無理やり仕事をさせようとすること 

· 無理やりカウンセリングに通わせること
　・親に対して願うこと
· 変わってほしいけど、変わってほしくない 

· 放っておいてほしいけど、無視はしてほしくない 

· 自分でもいろいろ考えているので少し待ってほしい 

· 安易に学校に行けと言ってほしくないけど、行かなくてもいいとも言ってほしくない 

· 学校に行っていない時は自己嫌悪に陥っているので、家の中では安心できる場にしてほしい 

· どうしようもないとき頼りになるのは親なので、すぐに助けてくれる頼れる親でいてほしい 

· 自分のことをどうせわかってくれないと思っているけど、本当は分かってほしい、何とか分かってほしいと思っていることに気づいてほしい 

こんな僕でもいいですか？

· 人がこわい 

· 人間関係に自信がない 

· 自分が好きになれない
僕は今

· 地獄の下の下に落ちている 

· 学校に行くのも地獄 

· 学校に行かないのも地獄 

· だけどその苦しみを表さない 

· 絶対に表さない 

· だから苦しみが倍になる
三重苦

· 学校に行かない、仕事に行けない　そのこと自体が苦しい 

· ひきこもることで2つ目の苦しみを味わう 

· ３つ目はそれが言えない　いつも分かってもらえないという思いで、自分で抱え込むから、三重の苦しみになる
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